















Jorgensen. R.S., Johnson, B.T., Kolodziej, M.E., & 
Schreer, G.E. 1996）、社会的には他者からの不当
な扱いや搾取に対して怒りを見せないと、そうし
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Influence of anger expression style and stress coping of
female undergraduates on their mental health
Marie FUJIOKA and Shuzo IMAJO
This study examined the relationship between anger expression style and mental health. Female 
undergraduates (N ＝ 160) responded to a questionnaire package that included the State-Trait Anger 
Expression Inventory, the State-Trait Anxiety Inventory, Stress Coping Scale, Hopelessness Scale, Adjustment 
Scale for Youth and Quality of Life Scale.  It was hypothesized that both suppression and control of anger 
would decrease mental health and problem solving as well as interdependent emotional expression would 
increase mental health. A path analysis indicated that suppression of anger was positively associated with 
hopelessness and state anxiety, whereas it was negatively associated with adjustment. Also, problem-solving 
was negatively associated with hopelessness. Additionally, interdependent emotional expression decreased 
hopelessness and increased adjustment.  Unexpectedly, control of anger slightly increased adjustment. These 
results suggest that suppression of anger decreases mental health, whereas the control of anger increased 
mental health. Optimal responses to anger are discussed.















傾向がみられず （Timmers, M., Fischer, A. H., & 







Spielberger, C.E., Sydeman, S. J., Owen, A. E., 



























































































あることが示されてきた（Endler & Parker, 1990）。
しかし近年では、情動焦点型コーピングについて
の肯定的な知見もある。例えば、Stanton, A.L., 


































よりも持続しやすく （Bolger, N., Delongis, A., 




















として定義される （Folkman & Lazarus, 1980）。
コーピングのアプローチは多くある。佐々木・





















から防御されると考えられ（Cohen & Wills, 1985）、
ソーシャルサポートは良好な適応のために重要な



























































































































（Cohen & Wills, 1985） ことが挙げられる。また、
否定的な自己の側面の話に耳を傾けられ、受容
されることは自己価値観を高めるし （Sarason, 
Sarason, & Pierce, 1990）、自己について話す人ほ
ど孤独感が低い （Stokes, 1987） ことが明らかに
なっている。
自己開示と精神的健康との関連について、榎本























































































































































「1 .当てはまらない」～「4 .当てはまる」の 4件
法で回答を求めた。












































仮説 1：  怒りを抑制すると、適応感が低くなるだ
ろう
仮説 2：  怒りを制御すると、引きこもり、対人的
ホープレスネス、状態不安の程度が高く
なるだろう
仮説 3：  認知的再解釈をすると、適応感が高くな
るだろう
仮説 4：  問題解決をすると、適応感が高くなるだ
ろう
仮説 5：  他者依存的感情表出をすると、対人的
ホープレスネスの程度が低くなるだろう








「1 .当てはまらない」～「4 .当てはまる」の 4件
法で回答を求めた。
STAI日本語版 （State Trait Anxiety Inventory） 
清水・今栄 （1981） の「状態不安 （A-State）」「特
性不安 （A-Trait）」の 2因子40項目のうち、「状態
不安」20項目を用いた。現在の心の状態について













いた。本尺度は、米国の Maryland Psychiatric 
Research CenterのHeinrichs, Carpenter & Hanlon















第 1因子　怒りの制御 （α＝ .85）
44　自分で腹立たしい気持ちを静める .82 .14 －.02
21　怒りを抑える .76 .02 .05
28　冷静さを保つ .71 －.13 .06
35　気を静めてかんしゃくを起こしたりしないようにする .65 .07 .06
31　自分の行動を抑制する .63 .01 .13
38　大部分の人たちと比べると、より早く冷静になる .47 －.14 －.13
24　腹を立てたりしないで我慢する .46 －.22 －.20
40　気を静めて相手を理解しようとする .46 .03 －.06
第 2因子　怒りの表出 （α＝ .81）
22　怒りをあらわす .15 .96 －.01
23　怒っていても外に表さない （逆） .01 .84 －.09
25　すねたり、ふくれたりする .08 .51 .03
30　心の中では煮えくり返っていても、それを外には表さない （逆） －.33 .50 －.10
32　人と言い合ったりする －.12 .45 .12
43　誰かにいらいらさせられると、その人自分の気持ちを伝える －.05 .41 －.06
第 3因子　怒りの抑制 （α＝ .66）
41　はたの人が思うよりも、はるかに苛立っている －.07 .07 .83
33　誰にも言えないような恨みを抱くようになる .02 －.02 .55
37　外から見るよりも、実は自分はもっと怒っている .10 －.10 .53
因子間相関 1 2 3



















た （8項目，α＝ .85）。第 2因子は「怒りをあら
わす」「すねたりふくれたりする」など、怒りを
感じた際にそのまま怒りを表出する内容が多かっ
たため、「怒りの表出」 とした （6項目，α＝ .81）。
Table 2　感情コーピング及びコーピング尺度の因子分析 （最尤法、プロマックス回転）
1 2 3 4
第 1因子　認知的再解釈 （α＝ .89）
GCQ 4　問題の中で明るい要素を探そうとする .85 －.04 .04 .05
GCQ10　嫌な経験の中でも望ましい点に目を向ける .79 －.00 .11 .05
GCQ27　状況の明るい面を見ようとする .66 －.09 .05 .06
GCQ17　経験していることの中で良い点を見ようとする .62 .06 .20 .12
GCQ24　問題について良い方向へ解釈しようとする .59 .00 .02 －.10
GCQ 7　起こった出来事を肯定的に捉えようとする .58 －.09 －.02 .11
GCQ32　悪い事態の中でも希望がもてそうなところに着目する .52 .13 .25 －.01
GCQ13　事態について肯定的に受け止める .50 －.01 .21 .06
第 2因子　他者依存的感情表出 （α＝ .88）
ECQ 1　仲の良い友達に電話をかけて、自分の気持ちを聞いてもらう －.05 .87 －.00 .04
ECQ15　置かれている状況とは、関係のない友達に電話で自分の気持ちを聞いてもらう －.06 .82 －.00 .09
ECQ 3　置かれている状況とは、関係のない友達にメールで自分の気持ちを伝える －.06 .82 .04 .03
ECQ16　仲の良い友達にメールで、自分の気持ちを伝える －.09 .76 .02 －.02
ECQ 8　自分のことを理解してくれている人に、自分の気持ちを話す .07 .62 －.01 －.03
ECQ 6　仲の良い友達に直接会って、自分の気持ちを話す .08 .56 .06 －.10
第 3因子　問題解決 （α＝ .83）
GCQ19　問題解決に専念する －.04 －.07 .68 －.05
GCQ29　困難な状況を変えるために最善の方法をとろうとする .18 －.07 .66 －.15
GCQ11　状況が変わるように手を尽くす .10 .10 .64 －.06
GCQ26　起こった出来事が解決へ向かうように懸命に取り組む .17 －.02 .63 －.09
GCQ 1　困難を乗り越えるために努力する .06 .05 .62 －.06
GCQ22　悪い状況を打開しようといろいろ試してみる .19 .11 .47 .01
GCQ 6　事態が悪化しないように積極的にはたらきかける .18 .03 .45 .04
第 4因子　独立的感情表出 （α＝ .82）
ECQ12　いらない紙に自分の気持ちを書きなぐる －.16 －.04 .27 .89
ECQ 2　ノートに自分の思いを書き出していく －.23 －.09 .30 .86
ECQ13　迷惑にならない場所で、自分の気持ちを声に出す .25 .04 －.34 .60
ECQ 7　1人で自分の気持ちを叫ぶ .15 .09 －.33 .50
ECQ10　思っていることを一人でつぶやく .21 －.00 －.21 .49
ECQ 5　自分の身のまわりにある物に向かって、自分の気持ちを言ってみる .16 .05 －.20 .45
因子間相関 1 2 3 4
1 － .12 .50 .15
































































2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
 1 怒りの制御 －.54*** －.02 .42*** －.06 .33*** .11  .16* －.02 －.07 －.09
 2 怒りの表出 －  .03 －.15  .36*** －.17* .08 －.05 －.02  .00  .10
 3 怒りの抑制 － －.14 －.11 －.11 .20* －.22**  .18*  .25**  .27**
 4 認知的再解釈 －  .09  .59*** .18*  .13  .01 －.14 －.06
 5 他者依存的感情表出 －  .09 .12  .22** －.11 －.25** －.14
 6 問題解決 － .01  .13 －.04 －.24** －.01
 7 独立的感情表出 －  .04 －.03  .08  .15
 8 居心地の良さの感覚 － －.31*** －.47*** －.55***
 9 社会的引きこもり －  .30***  .21*






































間に弱い正の相関 （r＝ .21，p<.05） が見られ、
「対人的ホープレスネス」と「状態不安」との間
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